
 
三面地域まちづくり協議会設立総会 

  

                 日 時；平成24年３月８日（木） 

                     午後６時30分～ 

                 場 所；布部集落センター 

   

 【総会次第】 

  

１ 開  会 

２ 設立準備会長あいさつ 

３ 来賓紹介 

４ 議長及び議事録署名人の選出 

５ 議  事 

 第1号議案  三面地域まちづくり協議会規約(案)の承認について 

 第2号議案  三面地域まちづくり協議会役員(案)の承認について 

 第3号議案  三面地域まちづくり計画(案)の承認について 

 第4号議案  平成24年度事業計画(案)及び収支予算(案)の承認について 

  

６ 議長退任 

７ 来賓祝辞 

８ 閉  会 

 

 三面地域 
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 ３月８日(木)布部集落センターにおいて、三面地域まちづくり協
議会設立総会を開催し、新組織の規約や役員が承認され、正式に
「三面地域まちづくり協議会」が設立しました。 
 これまで区長はじめ各集落から選ばれた37人の設立準備会委員
により、まちづくりの理念、まちづくり計画、規約、組織体制な
どワークショップで検討を重ね、５ヶ月間という短期間で設立総
会開催の運びとなりました。 
 設立総会当日は、村上市副市長と三面地域在住の小田市議を来
賓に招き、各集落から推薦された代議員30名(うち委任状12名)が
出席し、提案された４件の議案はすべて承認されました。 
 会長に就任した布部の本間進二さんが「市民協働のまちづくり
を地域活性化のチャンスにしたい。」とあいさつを述べました。 
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役員会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会 長  本間 進二（布部） 
副会長  本間 利廣（岩崩） 
副会長  菅井 一志（新屋） 
事務局長 板垣 俊和（上中島） 
理 事  鷲尾 光幸（岩崩） 
理 事  佐藤 正利（茎太） 
理 事  田村 吉雄（千縄） 
理 事  板垣 英樹（新屋） 
理 事  髙橋 章平（中新保） 
理 事  貝沼 一夫（堀野） 
理 事  石栗 芳昭（石住） 
理 事  佐藤 幸子（布部） 
理 事  佐藤 正勝（猿田） 
監 事  髙橋 利行（千縄） 
監 事  本間  誠（石住） 

 
 設立当初は専門部会として、環境
部会、交流部会、地域振興部会を設
置し事業を円滑に進めることにしま
した。 
 なお、専門部正副会長は理事の中
から選出することにしました。 
 役員のみなさん今後２年間よろし
くお願いします。 
 

■協議会役員のみなさん〈敬称略〉 

編 

集 

後 

記 

まだまだ多くの雪が残る中、三面地域ま
ちづくり協議会が発足しました。設立ま
でお骨折りをいただいた区長様はじめ準
備会委員の皆様大変ありがとうございま
した。これからまちづくり協議会の活動
がスタートしますが、焦らず前に進んで
いきたいと考えておりますので、地域の
皆様よろしくお願いいたします。 

三面地域まちづくり協議会組織体制 

代議員（集落選出30名） 

会 長 

副会長 

理 事 

事務局長 

評議委員会 
（区長、顧問） 

監 事 

事務局 
（地域振興課職員） 

環境部会 交流部会 地域振興部会 

地域住民（構成員） 

■まちづくり計画の概要 

 三面地域まちづくりの理念を「三
面の雄大な自然と伝統・風景を大切
にしながら、活気と地域愛に満ちた
まちをつくる。」とし、次の４つの
将来像の実現を目指します。  
一．地域で支え合うという意識が高 
 く、子供からお年寄りまでが安心 
 して生き生きと暮らせるまちを目 
 指します。 
一．豊かな自然環境が守られ、美し 
 い里山の風景があるまちを目指し 
 ます。 
一．集落行事やスポーツ大会を通じ 
 て、住民同士の交流が盛んに行わ 
 れ、お互いのつながりが強いまち 
 を目指します。 
一．三面の魅力に惹かれ訪れる人で 
 賑わうまちを目指します。 
 
 平成24年度から33年度のまちづ
くり計画は右表のとおりです。 

基本方針 取組みの方向性や実施する事業 

地域資源の調査・活

用と情報発信により、

交流人口の拡大を図

る。 

・観光施設を整備し有効利用を図る。 
・地域資源を利用し他地域と交流する機会をつくる。 
・案内看板や案内マップを作成し、地域の情報を発
信する。 

地域住民の交流と健

康増進を図るイベン

トを開催する。 

・地域全体のイベントを行う。 
・地域住民の健康増進につながるスポーツ大会を行
う。 

地域の特色を生かし

た産業振興を図る。 
・地域の特産品の掘り起しを行い、直売所をつくる。 
・耕作放棄地の有効利用を図る。 
・若者や元気なお年寄りが仕事のできる場所をつく
る。 

地域の美化、自然環

境の保全に努め、安

心安全なまちをつく

る。 

・地域の環境美化活動を行う。 
・自然環境の保全を図る活動を行う。 
・地域住民が安心安全に暮らせる取り組みを行う。 
・誰もが利用できる公園を整備する。 

集落の行事・文化へ

の支援と地域で支え

る仕組みをつくる。 

・各種伝統文化や行事の後継者を育てる。 
・高齢者を支えるボランティア組織をつくる。 
・集落行事・文化に対し支援する仕組みをつくる。 

■24年度まちづくり事業の予定 

(1) 情報発信事業･･･まちづくりの取組状況などを紹介する。 
(2) 地域住民交流事業･･･地域住民の交流と親睦を図るイベント 
 を実施する。 
(3) 環境美化事業･･･集落内や道路沿線の美化活動を実施する。 
(4) 集落活動支援事業･･･集落などで取り組んでいる活動に対し 
 要綱を定め助成する。 
(5) 先進事例の調査研究･･･先進事例の調査研究により組織人材 
 を強化する。 

三面地域まちづくり計画（平成24年から33年度） 


